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・星遷后駆
津波避難タワーが完成 (P. 2) 

まちの出来事 (P. 6) 

広域こみ最終処分場 (P. 70) 

町長随想 CP.13) 

よろこびかなしみ (P.14) 

津波避難タワーみんなで乗っても大丈夫！

このほど完成した西向地区津波避難タワーの避難ステージ。西向保育所の皆さんに上っていただきました。

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・ •••20,484 人 ・男性…… 9,469人 ・女性…… 11,015人 ・世帯数…… 9,391世帯
（平成18年 5月1El硯在）
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（上）古座分庁舎で行われた竣工式典

（中）関係者らによるテープカット

（下）タワーに上り、町内を視察する木村知事

串本地区津波避難タワー

【所在地】串本町串本1437

【施設規模】避難ステージ 35 n1 

【収容可能人数】約70名

【構 造】鉄骨構造

【事業費】 932万4干円

3
月
17
日
に
古
座
分
庁
舎
で
開
椛
各
れ
た
竣
丁
式
典
に
は
、
地
元
区
、
固
辺

市
町
村
、
町
内
外
の
防
災
担
当
者
な
ど
約
5
0
名
が
出
席
u

松
原
町
長
は
、
「
今

回
の
タ
ワ
ー
建
設
に
際
し
、
こ
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
地
域
住
民
の

カ
々
に
感
謝
し
た
い
。
こ
の
津
波
避
妍
タ
ワ
ー
に
よ
っ
て
、
北
白
さ
ん
の
地
委
．

津
波
に
対
す
る
小
安
が
少
し
で
も
和
ら
ぎ
、
安
心
感
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
c

竣

工
式
典
終
［
後
に
は
、
四
向
の
タ
ワ
ー
前
で
テ
ー
プ
カ
ノ
ト
が
行
わ
れ
、
出
席

者
ら
が
完
成
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
れ
に
先
立
つ

4
月

2
9
B
に
は
、
木
村
良
樹
知
事
が
串
本
町
を
訪
れ
、

人
水
崎
地
区
の
避
難
路
や
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
堀
笠
朗
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー

を
祝
察
。
木
村
知
事
は
津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
、
「
こ
の
よ
う
な
施
設
は
、

実
際
の
避
難
に
使
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
の
津
波
に
対
す
る
サ
恩
識

高
揚
に
も
役
守
つ
。
地
域
に
説
し
ま
れ
る
施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
c

西向地区津波避難タワー

【所在地］串本町西向498-2 

【施設規模］避難ステージ 50 rr! 

【収容可能人数】約700名

【構 造］鉄骨構造

【事業費ll,354万5干円

※避虻ステージは、想定される津波浸水深より 2m以上の位置に設置しています。
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堀笠嶋地区の津波避雄タワー

近
い
将
来
、
必
ず
発
叶
す
る
束
南
海
・
南
海
地
表
。
こ
の
大

地
震
が
同
時
発
生
し
た
場
合
、
串
本
町
の
早
い
と
こ
ろ
で
は
約

6
分
で
津
波
の
第
一
波
が
到
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
「
津
波
に
強
い
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で

に
避
難
蹄
繋
備
な
と
の
ハ
ー
ド
対
策
、
避
難
訓
練
や
自
主
防
災

祖
織
＇
ふ
援
な
と
の
ソ
フ
ト
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
度
か
ら
は
、
津
波
が
判
達
す
る
ま
で
に
安
全
な

場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
（
津
設
迎
難
困
難
地
域
）

の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
、
新
た
に
津
波
避
妍
タ
ワ
ー
の
建
設

を
計
画
。
こ
の
ほ
と
堀
等
嶋
地
区
と
四
向
住
吉
地
区
に

2
基
が

完
成
し
ま
し
た
。

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
戎
は
県
内
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
、

今
国
で
も
二
臣
県
の
志
摩
市
大
王
町
、
徳
島
県
の
日
和
佐
町
に

続
い
て

3
例
目
と
な
り
ま
す
。

口
芦
戸
言
忍

亨
/
]
▽
り

□③広報くしもと 6 広報くしもと 6
＇ 
、’
＼
 c
/」
-

9
"
¥
 



■津波避難タワーが完成
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

早く避難訓練に参加したい。

西向区 榎本 きよみさん

昭和の南海地定の時は、古挫区の 1、ノ」に仕ん

でいたのてすが、家の中まて水が人ってきたこと

を化えています。今の家では津波が来たら 21偕ヘ
逃げようかと名えていたのですが、五所の守き地

にこのようなタワーがでぎ、大変うれしく思いま

す。これまでは五くにH立った建物がなかったの
ですが、これからは例えば救急車を呼ぶ時にも「避

難タワーの近くです。」と伝えることができますし、

地域の小の目印としてもこのタワーは役にすつの

ではないでしょうか。少し足が悪いので、避難訓

純などを早く実施していただいて、タワーの階段

を自｝」で 1がることができるか確かめておぎたい

と思いますC}

地域に安心感が生まれた。

堀笠嶋区区長 坂本 晃さん

堀笠嶋区には串木巾学校・串木高校の枚含くら

いしか鉄筋の蒻面な建物がなく、井に囚追近くの

仕民にとっては、洵に近い串木中学校への避難は

海に向かって逃げるということになり、少なから

す抵抗を感じていました。今回、津波避難タワー

建設の話をいただいた際、付近の力々に水諾を

とってまわったのですが、皆さんに大賛成をして

いただきました。このほどタワーが完成し、高齢

者の方々を中心に「あそこまて行けば助かるん

だ。」という安心感が地域に牛まれたように思い

ます。今後の管理は区に11せていただけるとのこ
となので、避難訓練を実施したり、普段から住民

に開放するなど、防災のシンホルとして皆にこの

施設に慎れ毅しんでほしいと思います。

津
波
避
龍
タ
ワ
ー
の
廷
設
は
、
津
波
避
難
困
罪

地
域
附
消
の
た
め
の
事
業
の
一
環
で
計
画
を
進
め

て
い
る
も
の
で
す
。
防
災
対
策
諜
で
は
町
内
全
域

に
お
い
て
避
虻
困
難
地
域
の
抽
出
を
終
え
て
お
り
、

18
年
度
も
祈
た
に
タ
ワ
ー

2
止
の
廷
設
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
廷
設
後
の

IEi理
は
全
て
地
元
区
に
お

任
せ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
地
元
の
山
＇

で
ア
イ
テ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
こ
の
タ
ワ
ー
を
ど

ん
ど
ん
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

津
波
か
ら
命
を
守
る
に
は
ま
ず
逃
げ
る
こ
と
か

ご
含
。
先
ご
ろ
取
り
ま
と
め
た
「
巾
本
町
津
波
防

災
対
策
基
本
計
両
」
に
甚
づ
き
、
今
後
も
避
難
施

設
の
確
保
や
、
避
難
路
の
整
偏
、
誘
嘩
標
識
の
設

置
な
と
様
々
な
対
策
を
効
呆
的
に
実
施
し
、
「
津

波
に
強
い
串
本
町
」
を
日
指
し
て
い
苔
ま
す
c
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防

災

対

策

課

課

長

橋

本

新

蔵

「
津
波
に
強
い
町
」
を
目
指
す
。
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タワーの強度は？

祈耐突設計により、突度

7、津波に対しては 1m' 

あたり禅肪流 3.9]tの波の

力まで酎えられるよう設

ILLされています。

（内1闊附：津液避帷ビル

毎に1系るガイドラインに

よる）

避難誘導灯（大）

避訊ステージに設置さ

れている避帷誘導灯は、

ソーラー逗池式で夜間

になると日勁的に点灯

します。

入口扉

乎常時、人11の扉は施錠

しています。匪は自｛い石

;;:iホードてできています

ので、緊急時には蹴破っ

て避虻することがてぎま

す。

備蓄倉庫

避難ステージに設溢 t''
された1前苓倉庫には —{

現在、簡易トイレ・

モ布・ブルーシート

を1廂盗していますし

今後、資恨材等も慌

荼していく予定てす3

津
濃
選

IJ 

避難誘導灯（小）

避難ステージヘ 1一る階段

には数ヶ冴にソーラー電

池式の他鄭語尊りが設置

されており、夜間になる

と自動的に点減します。
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3
月
1
4
日
、
古
府
川
に
お
い
て
カ
ヌ
ー
で
川
下
り
を
し
な
が
ら
流
域
の

ご
み
拾
い
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
古
叱
川
ク
リ
ー
ン
ア
ノ
プ
大
作
戦
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
県
内
外
か
ら
氣
ま
っ
た
約
30
名
の
参
加
者
は
、
古
歴
川
町
の

一
枚
岩
か
ら
河
口
ま
で
の
行
秤
15
キ
ロ
を
4
時
間
か
け
て
ツ
ー
リ
ン
グ
。

川
辺
に
は
タ
イ
ヤ
や
ト
タ
ン
板
な
ど
人
最
の
こ
み
が
洛
ち
て
お
り
、

1
日

で
眸
ト
ラ
ソ
ク
2
台
分
の
ご
み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
、
イ
カ
や
サ
ザ
エ
な
ど
地
元
の
海

産
物
が
振
る
舞
わ
れ
、
穏
や
か
な
陽
光
の
下
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
古
座

川
の
芙
し
い
自
然
と
、
串
本
の
海
の
味
党
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

（
上
）
流
域
の
ご
み
を
同
収
し
な
が
ら
、
カ
ヌ
ー

で
の
川
下
り
を
楽
し
む
参
加
者

（
左
）
途
中
の
休
憩
場
所
に
て
。
回
収
さ
れ
た
ご

み
が
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
C

古
座
川
ク
リ
—
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

記念式典1こて決意表明演説を行う松原町長

豪
州
渡
航
者
「
慰
謡
と
顕
彰
の
集
い
」

E-

木曜島顕彰碑前で行われた「慰霊と顕彰の集い」

麗-- - -
「家族のために母国を離れ、志半ばでの死

はさぞかし無念だったことでしょう。」と顕

彰碑に語りかける渡航経験者の城谷勇さん

rヽ

乙

式典終了後には、町立体育館で祝賀の餅まきが行われ、

会場は大きな笑い声と歓声に包まれていました。 町章図案最優秀賞の賞状を贈られた中村善則さんは「この様な

賞をいただき、デザイナーを生業とする私にとって大きな財産

となりました。」と語りました。

新
「
串
本
町
」
発
足
＿
周
年
記
念
式
典

＿
年
の
歩
み

そ
し
て
未
来
へ

旧
串
本
町
と
旧
古
兜
町
が
合
付
し
、
新
し
い
串
本
町

が
発
足
し
て
か
ら
一
年
が
紆
過
し
ま
し
た
3

こ
の
こ
と

を
記
念
し
、

5
月
2
0
日
に
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
新
「
串
本
町
」
発
足
一
囚
年
記
念

式
典
が
開
催
各
れ
ま
し
た
。

式
典
は
古
座
＇
局
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
各
ん
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
で
盛
大
に
器
を
開
け
、
松

原
町
長
が
「
海
の
風
が
通
う
串
本
と
、
海
に
面
し
つ
つ

も
川
の
風
、

111
の
風
が
よ
り
強
く
通
う
古
座
が
父
し
り

合
い
、
新
た
な
文
化
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
3

仕
民
と
行

政
が
車
の
両
輪
の
こ
と
く
、
共
に
深
く
考
え
、
熱
意
を

も
っ
て
行
動
し
、
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え

る
よ
う
な
串
本
町
を
築
き
あ
げ
て
い
ぎ
た
い
。
」
と
決

意
を
述
べ
、
改
め
て
「
日
本
一
の
町
つ
く
り
」
に
取
り

紐
む
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
式
典
で
は
、
昨
年
に
一
般
公
彿
を
行
い
こ
の
ほ

ど
決
定
し
た
新
し
い
町
章
の
発
表
が
行
わ
れ
、
こ
の
町

章
を
テ
サ
イ
ン
さ
れ
た
北
海
道
札
幌
市
の
テ
サ
イ
ナ
ー
、

中
村
善
則
さ
ん
に
松
原
町
に
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。最
後
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
串
本
町
出
身

の
歌
手
、
人
美
じ
ゅ
ん
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
、
大
芙
さ
ん
の
伸
び
や
か
な
歌
声
が
式
典
に

い
っ
そ
う
の
草
を
沿
え
て
い
ま
し
た
。

海
を
渡
っ
た
先
人
た
ち
を
慰
謳

3
月
1
4
日
、
潮
岬
の
睾
楼
の
芝
生
肉
に
あ
る
木
曜
島
顕
彰
岬
前
に
て
、
明
治

中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
木
曜
島
や
ブ
ル
ー
ム
に
古
ハ

珠
貝
採
取
市
業
の
た
め
渡
航
し
、
現
地
で
命
を
落
と
し
た
先
人
た
ち
を
宕
害
す

る
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
式
典
に
は
、
渡
航
者
の
逍
族
や
周
辺
rlJ町
村
の
百
長
な
ど
約
150
名

が
出
席
Q

舟
同
に
家
放
を
残
し
、
志
半
ば
で
命
を
落
と
し
た
先
人
た
ち
の
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。

式
典
終
［
後
に
は
、
潮
岬
観
光
タ
ワ
ー
で
豪
州
移
民
を
晶
る
茶
話
会
が
開
か

れ
、
「
わ
た
し
の
木
曜
島
』
の
著
者
で
あ
る
打
の
宮
ハ
ナ
さ
ん
が
木
曜
島
で
の

取
材
活
動
に
つ
い
て
、
渡
航
経
験
者
の
城
谷
男
さ
ん
が
渡
航
先
て
戦
争
捕
虜
と

な
っ
た
経
験
に
つ
い
て
そ
れ
そ
れ
講
涼
を
行
い
ま
し
た
。

⑰広報くしもと 6 広報くしもと 6
＇ 
、’
＼
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「安全とおいしさこくり水道水」

第48回水道週間

6月1日（木）
I 
6月7日（水）疇

一総菜合 税務謀l℃ 
町
職
員

務課＋ー 地岡 虞 の
18一人

：勝
年事
5 ー異
月内
1 は重力
付日 職1日

ヘメット市元市長

ケン・ニシノさんがご逝去

米囚姉妹都市ヘメソト市のケン・ニシノ元市

長が3月31LI、ご逝去されました。 90歳でした。

同氏はすさみ川」江什出身で、ヘメソト市の由議

会議員を四期務められた後、1978-1980年、1986

-1990年の開、市長を務められました。同氏は、

串本町の U米修交記念館建設の話を開き、ヘ

メノト市と串本町の姉妹都市縁組を翰旋。 1974

年（昭和49年） 12月の縁組締結に）Jを尽くされ

ました。

緑組締結後も青少年

交流の実現など、両市

Ill]の友好袋展に多大な

頁献を果たされた同氏

のこれまでのご尽）Jに

心から感謝申し上げ、

謹んでご冥佃をお祈り

いたします。ケン・ニシノさん

滑水 登さん

清

水

歪

さ

ん

(82
中
湊
）

◇
旭
日
双
光
章

昭
和
氾
年
の
初
当
選
以
来
、
平
成

16年

ま
で

7
期
28年
の
長
き
に
わ
た
り
占
座
附

疵
会
議

nを
務
め
ら
れ
、
そ
の
間
｀
副
議

艮
、
議
長
を
歴
打
さ
れ
ま
し
た
。
在
戟
中

は

rll座
町
の
産
業
、
経
済
、
文
化
の
向
上

に
尽
jJ
さ
れ
る

一
方
、
古
座
、
串
本
の
一．

町
合
併
の
実
現
に
多
大
な
F

は
献
を
果
た
さ

れ
る
な
ど
、

池
方
自
治
の
発
展
に
お
い
て

多
く
の
功
紐
を
残
さ
れ
ま
し
た
c

昭
和
31
年
か
ら

8
年
間
小
学
校
に
勤
務

の
後
、
退
職
ま
で
の

30
年
間
を
串
本
店
等

学
校
に
在
載
し
、

同
和
教
育
部
長
、
教
務

部
長
、
さ
ら
に
教
頻
、
校
長
と
し
て
同
校

の
教
育
振
即
＂
に
専
｀
し
さ
れ
ま
し
た

。
特
に

校
長
時
に
は
進
路
指
将
の
允
実
や
生
徒
数

の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
の
方
策
強
化
を

図
る
な
ど
、
多
く
の
功
紹
を
残
さ
れ
ま
し

-Fo
 

t
 二

河
田

浩
さ
ん

(72
田
並
）

◇
瑞
宝
小
綬
章

春
の
叙
勲

二河田 浩 さん

4
月
2
9
U
、
各
分
野
で
長
年
に
わ

た
っ
て
礼
会
に
訂
献
し
た
人
々
を
た

た
え
る
「
平
成

18年
春
の
叙
照
受
な

者
」
が
発
表
さ
れ
、
中
ギ
町
で
は
次

の
2
名
の
方
が
受
な
さ
れ
ま
し
た
。

方
森
さ
ん
、

5
月

23LI、
和
歌
山
市
内
に
お
い

て
ギ
成

18
年
度
の
知
事
表
彰
が
行
わ

れ、

町
内
で
は
元
古
座
町
議
会
謹

fl

の
方
森

一
人
さ
ん

(82
・
古
座
）
と
、

西
血
樵
業
協
同
組
合
組
合
長
の
中
山

貞

夫

さ

ん

念
2

・
姫
）
の

2
名
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
D

方
森
さ
ん
は
陀
利

19
年
か
ら
ギ
成

17
年
ま
で
朽
年
の
長
き
に
わ
た
り
古

兜
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
在
賊

中
は
副
議
長
、
議
長
を
歴
任
。
行
政

の
効
率
化
や
、
教
有
行
政
、
林
業
採
興
｀

郷
上
の
民
俗
芸
能
保
存
な
ど
に
尽
力

さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
多
大
な

犬
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

追
路
、
玄
関
先
、
公
固
な
ど
、
犬
の
フ
ン

の
苦
佑
が
増
え
て
い
ま
す
。
他
人
の
犬
の
フ

ン
を
始
本
す
る
こ
と
は
不
愉
快
な
も
の
で
す
C

飼
い
犬
の
フ
ン
の
始
未
は
、
飼
い
、
十
の
骰
低

限
の
マ
ナ
ー
て
す
。

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
ぎ
に
は
、
必
ず
フ
ン

を
収
る
用
具
（
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ス
コ
ノ

プ
な
ど
）
を
携
骨
し
、
拾
っ
た
フ
ン
は
自
宅

に
持
ち
帰
り
、
フ
ン
は
ト
イ
レ
に
流
し
、
袋

な
ど
皿
収
に
使
用
し
た
物
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ

と
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
｛
＼
フ
ン
を
拾
え
な

い
場
所
（
草
む
ら
な
ど
）
で
は
、
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
c

犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
ダ
メ
ー

う
ち
の
人
は
お
と
な
し
い
か
ら
、
小
刑
＇
人

た
か
ら
大
丈
丈
な
ど
と
考
え
て
は
い
ま
せ
ん

か
？
令
て
の
人
が
人
好
ぎ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
放
し
祠
い
か
ら
，
1
カ
小
唄
や
交
通
事

故
に
還
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
C

飼
い
人

を
守
る
た
め
に
も
絶
対
に
放
し
飼
い
は
し
な

い
で
卜
さ
い
。

犬
の
人
小
に
関
係
な
く
、
放
し
飼
い
を
す

る
こ
と
は
条
例
で
鋲
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
骸

歩
の
時
も
必
ず
犬
を
制
御
て
き
る
人
か
リ
ー

ド
な
ど
に
つ
な
い
て
行
っ
て
卜
さ
い
c

犬
や
猫
と
な
か
よ
く
暮
ら
せ
る
街
に

[
[
口
叩
罰
〗
？
／
〗
旧
〗

捨
て
犬
・
捨
て
猫
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

拾
て
ら
れ
た
人
や
猫
は
、
人
に
危
士
を
加

え
た
り
、
閤
辺
仕
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
な
り
ま
す
ー
目
的
も
な
く
＋
犬
や
子
猫
を

崖
ま
せ
る
こ
と
は
、
犬
や
猫
に
と
っ
て
も
大

変
不
辛
な
事
で
す
。

飼
い
、
上
は
不
妊
、
去
勢
手
術
を
す
る
よ
う

に
心
か
け
、
不
平
な
了
犬
、
＇
ナ
猫
を
培
や
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
(
¥

野
良
猫
に
エ
サ
だ
け
与
え
て
い
る
方
へ

野
良
描
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
で
、
そ
の

場
所
に
猫
が
集
ま
り
、
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
業

尿
を
し
た
り
、
化
坦
や
植
木
を
荒
ら
し
た
り

し
て
、
近
所
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
ま
た
、

集
ま
っ
た
猫
の
あ
い
だ
て
子
猫
が
庄
ま
れ

て
、
ま
す
ま
す
被
害
や
迅
惑
か
人
き
く
な
り

野
良
猫
は
伝
染
病
や
交
通
半
故
な
ど
で

命
を
落
と
し
や
す
く
、
飼
い
猫
に
比
べ
不
幸

な
生
荘
を
込
り
ま
す
c

野
良
猫
に
エ
サ
を
与

え
る
行
為
は
不
幸
な
野
良
猫
の
槃
殆
を
手
助

け
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
，
た
だ
エ

サ
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
エ
サ
を
与
え
る

場
合
に
は
、
吉
任
を
打
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ

方森一夫 さん

中山貞夫さん

貢
眼
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

中
山
さ
ん
は
、
旧
西
向

・
伊
串

．

姫
の
一1
一樵
協
合
併
以
求

22年
間
、
西

向
漁
協
理
事
を
務
め
ら
れ
｀
組
合

laf

就
任
後
は

17年
間
に
わ
た
り
、
漁
協

事
務
所
や
組
合
員
の
福
利
瞑
生
厖
設

の
建
設
、
漁
業
生
産
基
盤
の
整
伽
、

信
用
半
菜
の
統
合
な
ど
漁
協
経
営
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
阿
漁
協
の

女
性
組
合
員
に
よ
る
「
姫
ひ
じ
き
生

産
糾
合
」
の
活
動
を
支
按
す
る
な
ど
、

地
元
産
業
の
扱

OOに
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

中
山
さ
ん
に県
知
事
表
彰

⑨広報くしもと 6 広轄くしもと 6R
 



1 ．広域こみ最終処分場 1 

和
歌
山
県
と
｀
紀
南
地
域
の
1
1
市
町
村
｀
商
工
会
な
ど
が
参
画
し
、
紀
南
地
方
に
冠
終
処
分
場
建
設
の

取
組
み
を
進
め
て
き
た
紀
南
環
境
整
備
公
社

（理
専
長
11
真
砂
充
敏
田
辺
市
長
）
は、

4
月
19
日
、
建
設

候
補
地
に
つ
い
て
田
辺
市
の
秋
沖
川
2
ヵ
所
、
稲
成
町
1
ヵ
所
と
、
串
本
町
哀
宮

2
ヵ
所
の
計

5
ヵ
所
に

絞
り
こ
ん
だ
と
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、

同
公
社
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
民
説
明
会
や
現
地
甜
査
を
実
施
し
、
本
年
度
中
に
森
終
的

な
注
設
用
地
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。
こ
こ
で
は
、
紀
南
地
域
の
廃
棄
物
処
理
の
現
状
や
、
候
補
地
が
絞

り
こ
ま
れ
る
に
至
っ
た
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一

最
終
処
分
場
と
は
？

私
た
ち
の
毎

11
の
生
活
か
ら
は
い
ろ

い
ろ
な
ご
み

（溌
菓
物
）
が
発
生
し
ま

す
。
ご
み
は
沢
源
化
、
焼
却
な
ど
の
中

問
処
珊
に
よ
っ
て
減
飛
化
さ
れ
ま
す
が
、

ど
う
し
て
も
焼
却
灰
や
残
り
か
す
な
ど

が
出
ま
す
c

こ
れ
ら
は
迎
め
立
て
処
分

以
外
に
方
法
が
な
く
、
環
疫
に
支
船
が

生
じ
な
い
方
法
で
こ
れ
ら
を
迎
正
に
埋

立
処
理
し
、
安
定
化、

妬
塩
化
す
る
施

設
が
最
終
処
分
場
で
す
。

一

な

せ

紀

南

に

最

"

”

回
は
、
平
成
12
年
を
循
環
邸
杜
会
冗

年
と
し
、
循
環
刑
社
会
形
成
折
進
某
木

仏
を
始
め
と
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
法

の
棺
備
と
、
廃
茉
物
処
理
法
の
改
正
を

行
い
、
一
般
廃
東
物
と
産
菜
廃
棄
物
を

併
せ
た
処
理
計
両
の
策
定
を
都
道
府
県

に
義
務
付
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
和
歌
山
県
が
県
内
の

廃
棄
物
処
理
の
実
態
を
調
査
し
た
糾
呆
、

脱
内
で
は
帝
菜
廃
克
物
・
一
般
廃
棄
物

と
も
に
最
終
処
分
他
設
が
小
足
し
て
お

り
、
そ
の
処
坪
の
か
な
り
の
部
分
を
県

外
に
依
存
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

現
在
、
大
阪
泥
て
は
埋
立
地
に
建
設

さ
れ
た
品
終
処
分
場
に
て
近
畿
2
附
4

県
か
ら
の
廃
莱
物
の
最
終
処
分
を
受
け

入
れ
る
「
大
阪
溝
フ
ニ
ニ
ソ
ク
ス
計
画

（
人
阪
湾
圏
域
広
域
処
理
場
整
備
中

業
）
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
紀
向

は
そ
の
対
象
外
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

祈
た
な
最
終
処
分
場
の
建
設
に
は
多

額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
つ
の
自

治
体
だ
け
で
は
そ
の
費
用
を
負
担
し
ぎ

れ
ま
せ
ん
。
将
来
に
わ
た
り
廃
棄
物
の

一

廃
棄
物
処
理
の
翌

廃
梨
物
に
は
私
た
ち
が
生
活
し
て
い

く
中
で
発
屯
す
る

「生
活
系
礎
梨
物
」

と
、
事
業
所
な
ど
が
経
済
活
動
を
行
う

中
で
発
生
す
る
「
事
業
系
鹿
菜
物
」
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
事
売
活
動

に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
の
う
ち
、
法

令
で
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
「産

棗

梨

物

」
と
な
り
ま
す
。

産
菜
廃
翡
以
外
の
ご
み

｛一

般
廃

靡
）
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
買

安
定
的
な
処
分
を
可
能
に
す
る
た
め
、

紀
南
地
域
に
お
い
て
広
域
で
の
股
終
処

分
場
の
確
保
が
必
要
と
名
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

一

最

終

処

｀

tt這
戸
り
組
み

中
成
1
4
年
1
1
月
、
紀
南
地
浅
の
廃
棄

物
の
適

L
処
理
を
目
指
し
、
和
歌
山

県
・
紀
掬
地
域
の
市
IHJ村
・
炉
染
界
か

一
体
と
な
っ
て
参
画
す
る
「
紀
南
地
域

屁
棄
物
処
理
促
進
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

丁
成
1
5
年
4
月
に
は
、
地
域
に
お
け

る
廃
克
物
の
適
汗
処
理
に
つ
い
て
白
紙

の
状
相
か
ら
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
協

議
会
の
諮
問
機
閃
と
し
て
、
「
紀
南
地

域
廃
棄
物
適
止
処
理
検
討
委
員
会
」
か

組
織
さ
れ
、
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
か
ら
は
、
平
成
1
6
年
3

月
に
「
紀
市
地
域
の
廃
棄
物
に
係
る
適

布
処
理
力
針
」
と
し
て
答
申
が
あ
り
、

次
の

6
つ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
提

□さ
れ
ま
し
た
。

①
廃
東
物
の
発
牛
抑
制
、
排
出
抑
制
に

取
り
組
む

②
地
域
内
て
の
責
源
化
口
叩
目
の
統
一

③
ご
み
処
理
の
有
料
化
を
広
域
的
に
実

任
を
も
っ

て
処
理
す

る
こ
と
と

な

っ
て
い

ま
す
が
、

近
年
、

各

地
で
最
終
処
分
場
の
不
足
が
深
刻
な
問

題
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
.
串

本
町
で
肌
め
立
て
処
理
を
行
っ
て
い
る

最
終
処
分
場
も
あ
と

8
i
9
年
で
い

っ

ば
い
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
紀
削
地
域
に
は
産
業
溌
菜
物
の

4
也+H~ 

①
事
業
系
廃
棄
物
と
牛
活
系
廃
棄
物
の

区
分
の
明
確
化

⑤
中
間
処
連
柏
設
の
活
川
・
確
保

⑥
最
終
処
分
場
の
確
保

特
に
⑤
の
最
終
処
分
場
の
あ
る
べ
き

姿
と
し
て
は
、
一
般
廃
棄
物
、
産
巣
廃

棄
物
を
併
せ
て
処
分
て
ぎ
る
施
設
と
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
経
営
の
安
定
性
．

it

民
の
伍
頼
性
の
観
点
か
ら
市
業
者
・
市

町
村
が
中
心
と
な
り
県
が
関
与
す
る
公

11
ハ
閃
勺
の
申
業
土
休
が
5

，
ま
し
い
こ
と
、

迎
地
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
住
民
意
見

の
反
映
に
努
め
情
報
公
閲
を
微
底
す
る

こ
と
、
と
い
う
提
―
―
口
が
あ
り
ま
し
た
。

一
候
補
地
の
選
定

こ
の
答
申
を
受
け
、
協
議
会
は
再
び

検
討
委
員
会
に
「
最
終
処
分
場
の
似
袖

地
群
の
選
定
と
用
地
絞
り
込
み
の
際
の

習
意
中
項
に
つ
い
て
」
の
検
討
を
依
頼

し
、
平
成
17
年
3
月
に
そ
の
答
申
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
最
終
処
分
塩
の
述
営
‘
土

体
は
、
＇
巾
町
村
、
｝
犀
業
界
及
び
県
が
設

立
す
る
財
団
払
人
と
し
、
そ
の
規
模
は
、

埋
立
期
間
1
5
年
間
・
坪
立
容
量
5
0
万
4If

最
終
処
分
場
が
な
く
、

全
て
県
外
の
処

分
場
ま
で
搬
送
し
、
処
理
を
委
託
し
て

い
ま
す
。
股
終
処
分
場
の
不
足
は
全
国

的
な
問
題
で
あ
り
｀
＾
払
子
も
こ
う
い

っ

た
児
外
で
の
処
理
が
続
け
ら
れ
る
か
は

不
透
明
な
状
況
で
す
。

カ
メ
ー
ト
ル
・
用
地
面
柏
1
5
1
2
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
程
度
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
答
申
の
中
で
は
紀
南
全

域
か
ら
具
体
的
な
候
補
地
の
選
定
が
行

わ
れ
ま
し
た
c

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
、
河
川
区
域
、
都
巾
計
阿
区
域
、

鳥
臥
保
護
区
絨
、
文
化
財
、
用
途
地
域
、

都
市
公
国
、
農
染
枷
興
地
域
、
保
安
林

な
ど
、
法
令
な
ど
で
開
発
が
規
訓
さ
れ

て
い
る
区
域
が
除
外
さ
れ

(
1
次
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
）
、
続
い
て
活
断
后
、
湿
地
、

水
追
水
源
の
取
水
地
点
、
熊
野
古
道
と

宝
場
、
主
変
氾
路
な
ど
、
紀
南
地
域
の

特
性
を
考
慮
し
た
区
域
が
除
外

(
2
次

ス
ク
リ
ー
＿
＿
ン
グ
）
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
残
さ
れ
た
区
域
か
ら
、
地

図
上
で
施
設
整
備
に
必
要
な
面
栢
や
容

星
を
確
保
で
ぎ
る
谷
を
坤
出
し
、
そ
こ

か
ら
市
町
村
固
有
情
報
に
よ
る
地
域
を

除
外
す
る
作
業
を
経
て
、
5
2
ヵ
所
の
候

補
地
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
3

さ
ら
に
こ
の
答
申
で
は
、
委
員
会
が

今
後
紋
り
込
み
作
業
を
行
う
際
の
留
意

事
項
と
し
て
、
情
報
公
間
の
徹
底
や
住

民
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
、
住
民
や

学
識
者
・
山
晶
門
家
を
入
れ
た
仕
民
参
加

型
の
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
が

捉
―
兄
J

れ
ま
し
た
c

最終処分場のイ メージ図

⑪広報くしもと 6 広轄くしもと 6 ⑩
 



1 ．広域こみ最柊処分場 1 

風
水
害
へ
の
備
え

台
風
や
豪
国
の
到
束
は
予
測
で
き
る
か

ら
と
安
易
に
各
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
大

雨
や
強
風
は
、
私
た
ち
に
何
度
も
大
き
な

災
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
c

日
々
十
分

な
対
始
を
立
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

屋
内
（
家
庭
内
）
で
の
備
え

〇
停
電
に
備
え
、
恰
中
電
灯
や
挽
帯
ラ
ジ

オ
を
用
＇
＂
犀
し
て
お
く
。

ロ
〗
ご
〗

な
ど
を
確
保
し
て
お
く
。

一

0
気
象
情
報
に
汁
意
す
る
。

〇
む
や
み
に
外
出
し
な
い
。

〇
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
家
財

道
具
、
兵
料
品
、
衣
類
、
寝
具
な
ど
の
生

活
用
口
叩
を
高
い
場
所
に
移
動
し
て
お
く
。

屋
外
の
点
検

0
戸
根
、
雨
ど
い
（
屋
根
瓦
の
ひ
び
割
れ

や
ず
れ
、
ト
タ
ン
犀
板
の
は
が
れ
、
雨
ど

い
の
詰
ま
り
や
腐
れ
、
継
ぎ
目
の
ず
れ
）

0
外
壁
（
モ
ル
タ
ル
壁
の
亀
裂
、
板
壁
の

腐
れ
、
停
き
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
囚
定
）

0
窓
ガ
ラ
ス
、
雨
戸
（
ガ
ラ
ス
や
臼
一
）
の

ひ
び
割
れ
、
が
た
つ
き
、
ゆ
る
み
）

0
ブ
ロ
ソ
ク
塀
（
ひ
び
割
れ
、
破
損
箇
所
）

0
ベ
ラ
ン
ダ
（
風
で
飛
散
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
は
な
い
か
。
）

※県地図については、平成18年5月In現打の巾IIlJIすで作成しています

部分開示状況

合 事

［ l 
個 適

務

圭 人 用
業

執
情 状行

情
計 報 報 況

7 l l 5 件
数

処理内訳

開 合 不 非 部 開 内

ホ 分

受 開

の 開

率 計 理 示 ホ ホ 訳

100 6 4 2 
件

％ 数

開宗講求件数

合 商 建 消 議 所

工

農 設 防 仁巨

林

計 課 課 署 会 課

6 l 2 l 2 件
数

の
市
町
は
構
成
市
町
村
か
ら
外
れ
、
仮

袖
地
は

52
ヵ
所
か
ら
3
1
ヵ
所
と
な
り
ま

し
た
。

一
候
補
地
の
絞
り
込
み

公
村
で
は
候
補
地
を
さ
ら
に
紋
り
込

む
た
め
、
3
1
ヵ
所
の
候
補
地
を
対
象
に

地
形
図
を
用
い
て
施
設
の
配
置
に
つ
い

て
の
概
略
構
想
図
を
作
成
し
、
こ
れ
ま

で
検
討
し
て
き
た
候
袖
地
選
'
[
土
某
準
と

の
政
叉
n
竹
の
有
無
や
、
迎
訂
地
以
外
の

加
設
の
配
9

直
を
行
っ
た
状
態
で
狸
立
容

量
が
確
保
で
き
る
か
と
い
っ
た
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

8
ヵ
所
に

つ
い
て
、
妥
当
性
が
確
保
で
ぎ
な
い
と

情
報
公
開
条
例
の
運
用
状
況

平
成
1
7
年
度
（
平
成
1
7
年
4
月
1
日
1

半
成
1
8
年
3
月
3
1
H
)
の
串
本
町
情
報
公

山
条
例
の
運

m状
況
は
次
の
と
お
り
て
す
。
―

御坊・日高地域の離脱に伴い、 31ヵ所となった候補地

23ヵ所に絞り込まれた候補地

考
え
ら
れ
、
候
袖
地
は
2
3
ヵ
所
に
絞
ら

れ
ま
し
た
3

紐
い
て
2
3
ヵ
所
の
候
補
地
に
つ
い
て
、

地
形
、
地
質
、
植
生
白
然
度
（
自
然
林
・

白
然
＂
甲
原
な
と
の
割
合
）
、
水
宮
の
危

険
度
、
飲
料
水
の
取
水
状
況
、
漁
染
権

の
有
氣
、
隣
接
す
る

ft宅
各
の
戸
数
、

文
化
的
景
観
、
運
搬
市
両
の
走
行
距
離

な
ど
の
評
価
項
目
別
に
点
数
を
付
け
、

そ
の
点
数
の
合
計
が
高
い
上
位
5
ヵ
所

が
候
補
地
と
し
て
紋
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
串
本
町
高
富
地
区
が
2
ヵ
所

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
公
粁
で
は
、
5
ヵ
所
の
候
補
地

に
つ
い
て
、
現
地
調
査
や

ft民
説
uJJ会

を
丈
他
し
、
地
形
・
地
質
の
状
況
、
人

町
民
の
皆
さ
ん
お
元
気
て
び
か
。

5
月

の
コ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
い
か
が
お
過

ご
し
て
し
に
で
し
ょ
う
か
。

5
月
14
日
潮
岬
圭
楼
の
芝
で
、
か
つ

て
木
躍
島
て
タ
イ
バ
ー
と
し
て
働
き
、
か

の
地
て
亡
く
な
っ
た
人
々
の
烈
霊
祭
が
執

り
行
わ
れ
、
私
も
初
め
て
参
別
す
る
こ
と

が
て
き
ま
し
た
。
そ
の
席
に
は
、
前
回
こ

の
欄
て
触
れ
ま
し
た
ら
だ
し
の
木
曜
島
」

の
箸
者
五
の
宮
ハ
ナ
さ
ん
も
わ
さ
わ
さ

神
戸
か
ら
出
席
さ
れ
て
い
て
、
彼
女
が
木

曜
島
で
撮
っ
た
写
真
を
見
已
て
い
に
た
き

ま
し
た
。

遥
か
か
な
た
の
島
に
囲
る
人
々
の
星
慄

の
写
真
を
見
て
い
る
と
、
改
め
て
音
春
の

入
0
で
命
を
落
と
し
に
先
人
た
ち
の
苦
難

か
し
の
は
れ
ま
し
た
。
蓉
石
に
は
「
和
歌

山
県
東
牟
零
祀
宇
久
井
村
」
「
和
歌
山
県

西
牟
婁
祁
湖
岬
村
大
字
出
雲
」
「
キ
イ
タ

ナ
ミ
人
」
「
和
歌
山
県
匹
牟
雲
祀
瑚
岬
村
上

野
」
の
文
字
が
読
め
、
「
故

0
0
の
言
」
な

と
の
氏
名
か
彫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

他
、
写
莫
の
よ
う
な
立
派
な
嬰
石
て
は
な

い
雲
も
た
く
さ
ん
売
る
の
て
は
な
い
か
と

想
像
さ
れ
ま
し
た
。
写
言
〖
の
中
に
、
そ
れ

ほ
と
採
高
の
高
く
な
い
木
慮
島
の
全
翌
を

写
し
た
も
の
が
涜
り
、
故
郷
を
出
て
初
め

て
こ
の
島
を
見
に
青
年
か
何
を
考
え
た
ろ

う
と
思
う
と
、
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
リ
ま

し
た
。そ
し
て
こ
の
特
、
ヽ
遍
」
と
い
う
言
葉

が
浮
か
ん
て
き
た
の
て
し
た
。
日
本
人
に

と
っ
て
「
遵
」
は
特
別
な
意
味
を
持
つ
て

い
ま
芍
。
き
び
し
い
「
道
」
が
あ
リ
、
ま

た
、
懐
か
し
い
「
道
」
て
す
。
人
々
が
行

き
か
う
と
こ
ろ
て
涜
り
、
い
ま
た
見
知
ら

ぬ
者
に
ち
を
未
来
に
結
ふ
の
も
、
人
と
人

の
心
を
結
ふ
の
も
「
道
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。慰
霊
祭
て
瞑
目
し
て
い
て
、
太
平
洋
を

遥
か
に
離
れ
に
異
郷
の
坦
で
命
を
落
と
し

た
邪
土
の
苦
者
と
自
分
は
新
し
い
「
道
」

で
繋
か
つ
に
と
い
う
気
持
ち
を
抱
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
遵
」
を
送
っ
て
、

私
も
こ
れ
ら
多
く
の
郷
土
の
先
人
た
ち
に
、

故
邪
の
今
を
報
告
し
、
魂
を
慰
め
る
事
か

出
来
れ
ば
と
思
い
ま
し
に
。

5
月
8
日
よ
リ
「
曲
政
報
告
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

7
月
初
め
ま
て
、

EB
原
か
ら

和
深
ま
て
、

26
回
続
く
予
定
で
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
に
は
、
お
忙
し
い
で
し
ょ
う
か
、

是
非
ご
参
加
い
た
だ
い
て
、
皆
さ
ん
の
生

の
声
で
直
接
色
々
な
ご
意
見
や
お
考
え
を

お
闇
か
せ
く
に
さ
い
。
そ
し
て
ま
だ
、
そ

れ
か
皆
さ
ん
と
呵
政
を
む
び
ぶ
「
道
」
の

始
ま
リ
に
な
れ
は
い
い
な
あ
と
念
顆
し

て
い
ま
百
゜

，，，長随遭

松原 繁樹

検討委員会が選出した52ヵ所の候補地

お問い合わせは・・・・

財団法人

紀南環境整備公社

TEL0739-81-3550 

http://www. keip. jp/ 

-
（
財
）
紀
南
環
境
整
備
麟
[
立

協
議
会
内
で
は
、
最
終
処
分
場
の
建

設
や
維
持
管
坪
を
行
う
事
菜
主
体
に
つ

い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
「
県
、

＇
巾
町
村
、
事
菜
者
が
一
休
と
な
り
公

11ハ

閃
与
の
串
業
土
体
で
あ
る
財
団
法
人
を

設
立
す
る
必
変
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
平
成
1
7
年
7
月
、
協
議
会
の

構
成
団
体
に
よ
っ
て
「
財
団
仏
人
紀

南
環
様
枢
備
公
社
」
が
新
た
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
時
期
に
御
坊
・
日
高
地
域

が
人
阪
湾
フ
ェ
ニ
ソ
ク
ス
計
両
の
指
定

地
域
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
地
域

気
約
染
や
水
質
汚
濁
、
騒
音
、
拡
動
な

ど
の
環
境
影
饗
、
間
辺
整
備
を
含
め
た

建
設
費
用
の
比
蚊
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
最
終
的
に
ー
ヵ
所
の
廷
設
地

を
決
定
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
3

木年4月19日に発表された 5ヵ所の候補地

⑬広報くしもと 6 広報くしもと 6
＇ 
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※1ム祁への掲蔽を希望されない方は、届出の際に窓nにお中し出くださいc

よろこび

かなしみ

0木造住宅耐震診断補助
（串本町きのくに木造住宅耐

〇木造住宅耐霙改修補助

（串本町きのくに木造住宅耐娯改修事業補助）

叫測で1よ，木造住宅の耐蕊診断費を全訊酎寂改修にかか

る費J+1の 3分の 2を袖助します。地沿 ・津波から命を守るため
には、まずは住宅の酎袋性li1J上が必要です。また、避難路確保

のために も倒埃しない住宅は大l,JJです。

「-―-―-―-―-―-―-―-―-―-—-—-7

| ＇ 対 象 ；（診断）昭和56年 5月31日以前に薫エされた木造住宅 '( 2 慇、 200m•以下 ） 1 
I補助額 ：面震診断，....・ 全額濡助 I 

| ＇ 耐震改修，，．，．． 耐襲改修工事に要する費用の 3分の2'

， （最両60万円）！ 
L - —-—-—-—-—-—-—-—-—-—-—--l 
守詳しく 1J:;Iね本町役場防災対策課 (ft0735-62--0555)へぉIUJい合わせください，

診断事業） 溝

内

政

治

7

7

‘̀‘、̀,‘‘― >5̀
｀
 

‘、t 串

本

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

さ＇

寺

本

緋

和

裕

紀

串

本

は
る
さ

佐

藤

晴

輝

充

典

潮

岬

な
な
ぜ

佐

藤

じ

彩

充

典

潮

岬

松

原

優

日

左

皐

串

本

増

井

朝

衣

猛

弘

須

江

み

ゆ

人

内

心

優

秀

之

串

本

る
の
あ

木

瀬

月

荘

雅

彦

須

江

さ
く
ゃ

尾

笠

咲

弥

正

明

神

野

川

岡

本

彩

歌

友

宏

古

座

鯉保他七ンター 6月の行事千定は下記のとお 1)です。

妥飩診等についてのお巾し込み • お問い合わせは、

保健七ンター（n0735-62-6206)まで

［成人関係I
乳がん・子宮がん検診

/ ／--------へ
若桑大 ；以 浦 111
松｝泉岡西地本

可弘利

奈次陽弘愛勲

串串潮出四串

本本岬雲向本

嬉

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

し4月受付分敬称略）

お誕生おめでとう隻ございます

ズ屁 El 蜘時関 会 喝

6月？日（令） 13(()~14 00 漏公民餡
6月7日(,j() 13 OO~1400 土 11J役場古座分庁含

6 月 9 日~) 13:(]J-14 00 早本町文化センター

6月14日（水） 13(lJ～ 14 00 古座わさかせ園
6月16日（金） 13 OJ-14 00 叫町文化センター

6月氾日（金） 13:(l)～14 00 己町文化センター

十区がん対象行｛今年度｝
21 ・ 23 ・ 25 ・ 27 ・ 29 ・ 31 ・ :13 ・ 35 ・ 37・笈・ 41• 13 ・ ~5 ・ 
1?．49. 5l. 53. 55. 57. 59. 61. fd ． 応 ・ (i7 ・ 岱 • 7 1 ・ 
乃 • ?5. ？7. ？9. 8l . 8:l • 89 ・ 符 • 89虞

乳がん対象名 （今年度）
41. 43. 45. 4? ・ •IO • 51. i1 ． 冷 ． 5? ・ 必 •G t ・ 63 ・ 1,r. ・ 
ぷ ・G9. 7j. ？3. 75. T『 • ?9 ・ 81 ・ 83 ・ 8$ • 87 ・約汲

這 El 受'li'll!II 会 鳴

6月1日（木） 9 [D～lI OO 潮岬公民四

6月2日（会）
9 (D～IO 00 叩 illJlll百理センター
10・30-11 30 樫会館

6月6日（月）
9 00-10 00 和深公R記
10 3'.1-11 沿 安岳区民会館

6月l2日（月） 13.oo~l5,OO 伐履センター

6月お日（水）
13 00-14 ・ 00 佐邦集会所
14 3)-15 ll .t田原生活改善センター

知9：でも出元耗1こ会場へお迅しください
IJlllfi~定や姥庫1：ついて 1T)相点を受けてお h 土す｝

！乳幼児関係］
乳幼児健

日阿

翡附昂沿
奇閤壻冷
訊需甜喘

量此竺芦

ご
寄
付
あ
り
が
と
うご
ざ
い
ま
す

頃 中森稲杉堀中大向池中鈴碩鈴藤熊尾 ；以＇堀島村
田山木葉木 村岡井木四木 寄 木木谷鷲 口田上

邦 靡 好い行康ひと幹美義榮八元宇幹り勝
太ろめ奈十 や

I曹敬桔郎保夫つ郎雄ゑ了乃枝清刃一了宙夫う了

墨本健康診宜 （集団）

I品:よ)| 13:？l~OO ドふラフ場 1 

※険-ffl"I芥Ii·· 直液検介・心咤同• UlfT．険尿・身体潤定
• 1号 1l1i の‘”~ -P SA検介 (5r,級ー？5i/t.までのり］付）
基本チ，．ノク｛介浅子坊縫ぶ） •••65汲以 1 の h
If•炎ウイルス険介（迅 KL叶良介 L たことがない人｝
モ埼望.,II化只坪で健心を1缶込まれた）JにはIIIBI通知します。
（対象は10改J1kl申し込みをされていない）iも、 4iH
会場にお剋しいただければ受念でき£す。

◇
瓜
田
京
了
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、
亡
大

（
守
）
の
供
表
と
し
て
潮
岬
老
人
ク
ラ

プ
ヘ
。

86 69 56 91 75 73 75 91 73 89 85 81 87 52 76 95 81 32 76 95 60 

西 西西串串閾串串樫闊潮有和出大串串出潮潮
姫 野
向 向向木木川木木野富~岬田深雲島木木雲岬岬

場所
暉センター

＊ 保健ビンター
2藷！i

内百

湿認蒻鉗
3較6ヵ月兇健移

4ヵ月兜及び
6ヵH兄虹姦：

各積教霙

日時及び内容

6月2日（金）13:3}-
岬食致室・

と月ー7ヵ紐と匹ぢ）
；文化センタ 凶坦室

8月13日⑳10・妍
Uよこ広場
(6，，月～ 1巖）

6月16日（金）10：紐
ちびっこ広喝
(2-3年）

◇
池
木
光
治
さ
ん
（
樫
野
）
か
ら
、
＇
」
母

（
ひ
ろ
ゑ
）
の
香
典
返
し
と
し
て
樫
野

老
人
ク
ラ
ブ
及
び
杜
会
福
祉
協
議
会

へ。

◇
中
内
保
丈
さ
ん
（
高
冨
）
か
ら
、
＇
」
母

（
と
め
子
）
の
香
典
返
し
と
し
て
高
富

老
人
ク
ラ
ブ
及
び
粁
会
福
祉
協
誠
会

へ。

◇
万
ー
川
清
さ
ん
（
有
田
）
か
ら
、
＇
」
妻

（
や
す
の
）
の
香
典
返
し
と
し
て
有
田

老
人
ク
ラ
プ
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

へ。

◇
水
木
恵
明
さ
ん
（
有
出
）
か
ら
、
＇
」
母

（
ビ
ナ
コ
）
の
香
典
返
し
と
し
て
有
田

老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
。

◇
岡
田
美
恵
＋
さ
ん
（
有
田
）
か
ら
、
亡

大
（
恒
男
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会

福
trl協
議
会
へ
。

◇
古
川
宮
了
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、
＇
」
丈

罪
一
）
の
香
典
返
し
と
し
て
朴
会
福

祉
協
議
会
へ
。

◇
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
キ
ャ
ノ
ツ
か
ら
礼
会

福
trl協
議
会
へ
。

◇
竹

111昭
弘
さ
ん
（
出
雲
）
か
ら
、
＇
」
母

（
清
枝
）
の
香
典
返
し
と
し
て
杜
会
福

祉
協
議
会
へ
3

◇
熊
谷
ト
シ
ヱ
さ
ん
（
大
畠
）
か
ら
、
亡

夫
（
八
十
一
）
の
香
典
返
し
と
し
て
朴

会
福
祉
協
議
会
へ
。

◇
稲
生
淳
弘
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、
＇
」
母

（
ハ
ナ
＋
）
の
供
蓑
と
し
て
大
水
崎
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
及
び
社
会
福
祉
協
議

会
へ
。

◇
堀
希
平
治
さ
ん
（
中
本
）
か
ら
大
水
崎

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ヘ
゜

◇
潰

一
郎
さ
ん
（
奈
良
県
）
か
ら
、
こ
母

（
皐
月
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福

什
協
議
会
へ
3

◇
利
歌
山
県
市
町
村
識
員
年
令
者
連
盟

古
痙
・
古
座
川
文
部
か
ら
社
会
輻
祉

協
議
会
へ
。

◇
松
井
汗
博
さ
ん
（
一
色
）
か
ら
、
＇
」
父

（
萬
次
）
の
供
査
と
し
て
二
色
老
人
ク

ラ
ブ
ヘ
。

◇
川
口
ゆ
わ
え
さ
ん
（
閾
野
川
）
か
ら
、

亡
月
（
出
イ
ツ
ノ
）
の
供
蓑
と
し
て
杜

会
幅
祉
協
議
会
へ
。

◇
峨
冴
孝
別
さ
ん
（
布

m)か
ら
、

'
L
母

（
美
奈
枝
）
の
香
典
返
し
と
し
て
有
出

老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
。

◇
藤
本
壽
渓
子
さ
ん
（
出
雲
）
か
ら
、
亡

人
（
榮
男
）
の
香
典
返
し
と
し
て
つ
ば

さ
共
厠
作
業
所
へ
3

⑮ 広積くしもと 6 広報くしもと 6 へか
~
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一
和
歌
山
県
は
、
情
報
通
信
関
連
の
誘

致
介
業
へ
の
就
職
希
竿
者
の
登
録
を
募

染
し
て
い
ま
す
。
新
規
学
竿
者
、
一
般

求
職
者
の
別
、
就
職
希
望
間
期
を
閲
い

ま
せ
ん
。

登
録
者
へ
は
、
求
人
情
報
、

U
タ
ー

ン
フ
ェ
ア
等
の
情
浪
を
提
化
し
、
誘
政

企
染
へ
登
録
者
愉
恨
を
提
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
求
職
者
と
企
菜
の
橋
渡
し
を

行
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

和
歌
山
県
固
エ
労
働
部
企
業
，
11-
地
屈
企

業
立
地
課

〒

6
4
9
|
8
-
3
8
5

和
歌
山
市
小
松
原
通
l
|
l

9
o
7
3
|
4
4
1
|
2
7
4
8
 

F
A
X
0
7
3
_
4
2
2
|
1
9
3
3
 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

e
0
6
2
2
0
0
l
@
p
r
e
f
.w
a
k
a
y
a
m
a
.
l
g
.j
p
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
 /
w
w
w
.p
r
e
I
.
w
a
k
a
y
a
m
a
.
l
g
.j
p
/
 

p
r
e
f
g
/
 0
6
 2
 2
 0
0
 /
 
i
t
 b
a
n
k
.
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圃

お
知
ら
せ

! .— 

///／居温：〗阻座遵云業居政：要

◇募集団地◇

団地名 所在地 住宅の問取り等 蒜圭戸数 月額家笞

公営住宅法により

S61有田 有田上24-l
木造2階建

l 戸 計第した金額

(10,200円～16,900円）

居間 6060 45 
公営住宅法により

日8有田 有田上36 l 戸 計貸した金額
台所 45 

(12,900円～21,300円）
風呂便所

公営住宅法により

日9有田 有田上23 l 戸 計算した金額

(13,100円～21,800円）

お
知
ら
せ
＆
行
事

串
本
町
で
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
祈
成
人
を
中
心
と
し
た
「
成
人
式
実

行
妥
員
会
」
を
組
織
し
、
平
成
19
年
の

成
人
式
の
企
画
か
ら
実
施
ま
で
を
行
う

予
定
と
な
り
ま
し
た
3

希
睾
さ
れ
る
新
成
人
の
方
は
、
下
記

の
と
お
り
串
木
町
教
育
委
員
会
・
生
涯

学
曹
課
ま
で
お
中
し
込
み
下
さ
い
。

マ
募
集
委
員
数

1
0
名
程
度

マ
募
集
対
象
者

昭
和
61
年
4
月
5
日
か
ら
昭
和
6
2
年
4

月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
町
内
仕

仕
者
、
町
内
出
身
者

マ
提
出
書
類

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
氏
名
・
什
所
・

連
絡
先
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
下
さ

、。し

▼
申
込
先

〒

6
4
9
|
3
5
3
0
3

串
本
町
串
本
2
4
2
7

串
本
町
教
育
委
貝
会
牛
涯
学
晋
諜

6
0
7
3
5
|
6
2
_
0
0
0
6
 

▼
締
切
日

平
成
18
年
7
月
10
日
（
月
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
牛
涯
学
習
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
卜
さ
い
3

今
什
も

7
月
2
0
日

1
2
2
日
に
ビ
ル

フ
ィ
ソ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
イ
ン
串
本

を
開
僅
し
ま
す
。
実
行
委
貝
会
で
は
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
盛
り
上
が
り
の
あ
る
大
会
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
3

そ
こ
で
、
町
内
の
飲
食
店
や
布
泊
施

設
の
皆
さ
ん
、
大
会
参
加
チ
ー
ム
の
応

扱
団
（
ス
ポ
ン
サ
ー
）
に
な
っ
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
？
費
用
は
無
料
で
す
。

児
泣
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
全
て

の
力
は
、
鉦
年
6
月
中
に
現
況
届
を
捉

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
に
お
け

る
状
況
を
記
載
し
、
児
至
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
屁
の
提

＊
応
援
チ
ー
ム
が
釣
り
卜
げ
た
カ
ジ
キ

の
検
鼠
時
に
記
念
写
真
を
一
緒
に
撮
り
、

広
告
玲
に
使
用
で
ぎ
ま
す
。

＊
表
彰
パ
ー
テ
ィ
に
ご
招
待
。

＊
大
会
フ
ラ
ノ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

※
役
場
観
光
諜
へ
、

6
月
2
6
日
（
月
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

川
原
海
水
浴
場
の
監
視
貝
を
次
の
と

お
り
券
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数

2
名
▼
雇
用
期
間

7
月
1
日
（
ー
）

1

8
月
31
日
（
木
）

て
業
務
内
容

田
原
洵
水
浴
場
の
附
視
員
業
務
及
び
清

掃
業
務

了
勤
務
時
間

午
前
10
時
か
ら
午
後
―
3

時
ま
で

ァ

賃

金

出
が
な
い
場
合
、

6
月
以
降
手
喝
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
介

4
月
の
法
改
正
に

よ
り
、
所
得
制
限
の
引
ぎ
上
げ
が
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
、
現
仕
所
得
制
限
に
よ

り
受
給
て
ぎ
な
い
方
が
受
給
て
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
苔
は
新
規
認

定
申
語
古
の
提
出
が
必
要
で
す
。

了
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

〇
健
康
保
陰
証
の
写
し
（
受
給
者
が
回

民
健
康
保
険
以
外
の
場
合
）

〇
児
巫
手
当
用
所
得
証
明
書
（
乎
成
18

年
1
月
1
日
に
串
本
町
に
住
所
が
な

か
っ
た
方
）

n]募
ヽ

緬

委真
芸
委頴
募
冨

集

月
額
1
7
5
・
0
0
0
円

▼
応
募
資
格

串
本
町
内
存
仕
で
、
平
成
18
年
7
月
1

日
現
在
2
0
歳
以
上
6
6
歳
未
満
の
カ

マ
採
用
方
法

而
接
試
験
に
よ
り
汰
定
し
ま
す
。

（
試
験

H
時）

6
月
21
日
（
水
）

午
前
9
閻
か
ら

（
場
所
）
串
本
町
役
場
本
庁
舎

別
館
1
階
会
議
索
十

マ
受
付
期
間
及
び
申
込
み
方
法

6
月
1
5
日
（
木
）
、
午
後
―
3

時
ま
て
に
履

歴
書
（
巾
販
の
も
の
）
を
観
光
課
へ
灼

参
し
て
、
本
人
が
直
接
お
中
込
み
卜
さ

い
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
中
込
み
受
付

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
結
果
発
表

結
呆
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
各
自
に
通

知
し
ま
す
C

烹
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
観
光
謀

6
0
7
3
-
3
|
6
2
|
0
-
3
-
3
-
3
 

連絡先

串本町役場本庁舎 TEL62-0555 

串本町役場古座分庁舎 m 72-0081 

串木病院 m62-0635 

古座川病院 TEL72-0280 

学校教育課 TEL62-6066 

生涯学習課 TEL62-0006 

串木町立図書館 m62-4653 

保健センター TEL62-6206 

サンコの湯 TEL62-2001 

B&G海浮センター TEL 62-5540 

国民宿舎あらふね TEL74-0124 

町内放送案内 TEL62-3200 

串本町ホームペーシアドレス

http://www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアトレス（代表）

soumu @town.kushimoto.wakayama.」p

⑰広報くしもと 6 広報くしもと 6 入◎
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6]国国園口国口
日躍 行事内容（時間） 場 所 主酋課等

※各種健診健康相談

予防接種ひよこ広場

ちびっこ広場マタニ

ティ教室などの日程につ

いては、 15ページの「保

健センターだより」をこ

黄ください。

← -

，35 1 9' 水 和歌山県美術家協会展 町立体育館 生涯学習課

I 串本展

4 日 (9·00~17:00) 

トー

1木 人権擁護委呂の日 串本町文化センター 住民課

特別相談所 串本打役場古座分庁舎

(13: 30-15: 30) 

トー

2 金 年金相談 串本町役場本庁舎 住民課

c10·00~ 15:00) 
← -

16金 行政相談 古座福祉センター 住尻課

(13: 30~ l 5: 30) 

← -

21 水 一般献血 自 径j 隊保健福社課

(70 00-76:00) 

← -

22木 人権行政相談 和深公民館 住民課

(73'30~75:30) 

イ
サ
キ
は
、
和
歌
山
県
の
王
要
な
魚

柿
の
．
つ
で
、
お
刺
身
、
塩
焼
き
、
煮

付
け
で
芙
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
イ

サ
キ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
乎
洋
沿
岸
（
枯

木
灘
ー
熊
野
灘
）
の
一
本
釣
で
漁
獲
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
特
に
責
源
が
減
っ
て
い

る
た
め
、
半
成
1
8
年
度
か
ら
和
歌
山
県

は
「
資
源
lUl復
計
両
」
を
作
成
し
、
イ

サ
キ
を
増
や
す
取
祖
み
を
強
化
し
ま
す
。

烹
夫
施
計
画
の
内
容

資
源
の
減
少
を
食
い
止
め
る

0
全
に
20cm
以
下
の
イ
サ
キ
（
小
型

魚
）
の
再
放
流

0
休
漁
期
間
、
休
漁
日
の
設
定

〇
慄
業
時
間
の
規
制

資
源
を
増
や
す

0
稚
魚
放
流

0
放
流
場
所
の
禁
漁

※
皆
さ
ん
も
こ
の
取
糾
み
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「イサキ賣●●●tt●J 鬱•ilJ●. ..●山●●遍● ●●●胃●會

眉

6
月
は
「
東
日
外
国
人
犯
罪
対
采
及

び
小
払
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
の
た
め

の
活
動
強
化
月
間
」
で
す
。
払
務
省
で

は
、
我
が
国
の
不
法
滞
在
者
は
2
2
万
人

（
平
成
1
8
年
1
月
1
日
現
在
）
と
推
定

し
て
お
り
、

菩
察
で
は
、
治
安
に
影
詈

を
及
ぼ
す
大
鼠
の
小
法
滞
仕
者
を
半
成

20
年
ま
で
に

T
減
さ
せ
る
た
め
関
係
機

閃
と
連
携
し
な
が
ら
、
不
法
滞
仕
外
同

人
や
不
法
滞
存
外
国
人
に
小
払
就
労
を

料
旋
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
小
払
滞
在
外

国
人
を
扉
用
す
る
忠
質
な
中
業
、
土
の
収

締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

小
仏
就
労
者
を
一
屁
っ
た
場
合
は
、
小

払
就
労
助
長
罪

(
3
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
3
0
0
り
円
以
下
の
罰
金
）
に
よ

り
処
罰
さ
れ
ま
す
3

外
同
人
を
雇
用
す
る
瑞
合
は
、
旅

券
・
就
労
資
格
証
明
書
等
で
在
情
資
格

と
存
留
期
閻
を
確
認
し
て
く
た
さ
い
。

串
木
呑
察
署

6
0
7
3
-
3
|
6
2
|
0
1
1
0
 

※
そ
の
他
、
必
安
に
応
じ
て
提
出
す
る

吉
類
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場

保
健
福
祉
謀
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

、。し

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
成
1
8
年
度
水
質
検
査
計
凹
及
び
水

質
検
査
糾
呆
を
串
本
町
役
場
占
座
分
庁

含
（
旧
古
座
町
役
瑞
）
水
道
課
に
て
開

示
し
て
い
ま
す
の
で
、
閲
覧
さ
れ
る
方

は
お
越
し
く
だ
さ
い
C

6
月
1
9
H
（
月
）
か
ら

2
3
H
（
金
）
ま
て

「
女
性
の
人
権
ホ
ノ
ト
ラ
イ
ン
」
相
談

日
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
午
前
9
助
か

ら
午
後
4
時
ま
で
、
女
竹
の
人
栓
尻
造

委
員
が
電
話
に
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
c

ァ
電
話
番
号

6
0
5
7
0
|
0
7
0
|
8
1
0
 

苓
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

6
0
7
3
_
4
2
-
a
_
2
7
0
6
 

和
歌
山
地
力
法
務
局
人
権
揺
渡
委
員

完
内
）
て
相
談
内
容

丈
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
載
場
等
に
お

け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
の
人
権

に
か
か
わ
る
令
て
の
問
題
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

＿瓦

＇ 

6
月
は
「
深
境
月
間
」
て
す
。
串
木

町
夫
化
推
進
協
議
会
で
は
、
小
池
百
合

子
環
境
大
戸
デ
サ
イ
ン
の
「
も
っ
た
い

な
い
ふ
ろ
し
当
」
特
別
屁
―
が
を
実
施
し

ま
す
3

日
木
の
伝
統
文
化
で
あ
る
ふ
ろ

し
共
J

の
活
用
を
通
じ
て
、
環
埃
問
題
へ

の
取
糾
み
を
考
え
る
ぎ
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
屍
下
さ
い
。

▼
実
施
期
間

6
月
1
6
日
（
金
）

1

6
月
5
日
（
日
）

▼
実
施
場
所

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎
1
階
ロ
ヒ
ー

て
展
示
内
容

「
も
っ
た
い
な
い
ふ
ろ
し
ぎ
」
の
展
―
小

ふ
ろ
し
ぎ
の
歴
史
・
使
い
方
の
実
例

※
月
躍
か
ら
金
曜
ま
で
（
祝
日
は
除
く
。

午
前
8
時
30
分

1
l後
5
時
）
ま
で
同

じ
電
話
番
号
て
「
女
性
の
人
権
ホ
ノ
ト

ラ
イ
ン
」
を
間
設
（
休

n及
び
時
肛
外

は
留
守
番
屯
話
）
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日
は
女
性
の
人
権

拇
設
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

和
歌
山
地
方
払
務
局

和
歌
山
県
人
権
擁
＂
設
委
員
連
合
会

コ
し＝―-ロ

集
後
編 田

今
月
の
網
税

了

税

目

o
l
H
J
県
民
税
（
全
期
間
納
•
第1
期
）

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
3
期）

0
介
渡
保
険
村
（
第
3
期）

▼
納
期
限

6
月
30
日
（
金
）

※
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
楊
税
務
諜
ヘ

完
成
し
た
沖
波
避
難
タ
ワ
ー
を
初
め

て
見
た
と
き
、
「
こ
の
高
さ
で
人
丈
丈
？
」

と
感
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
上
が
っ
て

み
る
と
、
付
近
の
建
物
が
一
望
で
き
、

下
か
ら
見
た
感
じ
よ
り
も
さ
ら
に
高
い

と
い
う
FIJ
象
と
安
心
感
を
も
ち
ま
し

ぢ
ま
た
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
や
お
年

寄
り
に
と
っ
て
は
階
段
を
卜
が
る
の
も

大
変
な
作
業
。
今
回
色
々
な
力
々
を
取

材
し
て
い
て
ス
ム
ー

ズ
な
避
難
の
た
め
、

将
段
か
ら
の
訓
練
が

本
当
に
大
切
た
と
感

じ
ま
し
た
。

(N)

消防署から

ゴールデンウィーク中の救急出場件数について
ゴールデ‘ウィーク中（1月29日～』月 7日）の救急、！1',蝙i’I数は下記の通りてしたr

事故種別出境件数 搬送人呈 程度別

急 病 23件 21人 蛭視(8人）中等症(10人）垂症(2人）死亡(l人）

交適事故 7件 7人 蛭悦(4人）中等症(3人）重症(D人）死亡(0人）

一般負傷 2件 2人 軽傷(2人）中等症(D人）重症(D人）死亡(D人）

転 院 2件 2人 蛭燒(l人）中等症(0人）里症(l人）死亡(0人）

計 34件 32人 軽慨(15人）中等症(13人）匡症(3人）死亡(l人）

⑲広報くしもと 6 広報くしもと 6 入む
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平
成
1
8年
6

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
串
本
町
役
場
総
務
課

〒
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4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
慄
東
牟
妻
郡
串
本
町
串
本
1
8
0
0

Nしコ

串本町ではトルコ共和国メルシン市で本年9月9日に
実施される「民俗芸能祭」への参加に併せて、 トルコ共和

国についての理解を深めていただくため、次の日程でト

ルコ旅行の参加者を募集します。

【日程】 9月4日（月） ～ 9月11日（月）

【費用概算】約28万円（串本出発～串本着までの交通費、

宿泊費、食事代全ての経費を含む）

※パスポート取得手数料、伽人旅行傷害保検料を除きます。

【添乗員及びガイド】全行程を通じてH本人添乗員 1名

及び現地ガイド 1名がお軋話をします。

【行 程］ 4日 関空出発（トルコ航空）

5日 イスタンブル市内観光

6 H イズミール市内観光

7日 アンカラ・カッパドキア

8 H カッパドキア・メルシン

9日 メルシン民俗芸能祭

10H イスタンブルから帰国（トルコ航空）

11H 関空着

【申込締切】 7月31日（月）

※お巾込み•お問い合わせは、役場総務課（ff0735

-62-0555)までご連絡下さい。

•
(
o
7
3
5
-
6
2
ー

0
5
5
5

ホームページhttp://www. town.kush Imoto. wakayama.j p/ 

メールアトレスsoumu@town•kushimoto. wakayama.jp 
月 日 曜日 時 間 場 所

金 13 : 30~ 15 : 00 江田区民会館
2 
金 19 : 00~20 : 30 有田公民館

5 月 19 : 00~20 : 30 田子区民会館

6 火 19: 00~20: 30 安指区民会館

7 水 19 : 00~20 : 30 和深公民館， 金 19: 00~20: 30 樫野青年会館
12 月 19 : 00~20 : 30 浜須賀集会所

6 14 水 19: 00~20: 30 大島開発総合センター

16 金 19: 00~20: 30 田原山村交流センター

19 月 19 : 00~20 : 30 上田原生活改善センター

2l 水 19: 00~20: 30 老人憩の家「福寿荘」

23 金 19: 00~20: 30 中湊コミュニテイセンター

26 月 19 : 00~20 : 30 西向多目的集会所

28 水 19: 00~20: 30 消防団拠点施設（古座）

30 金 19: 00~20: 30 老人憩の家「喜楽荘」

7 3 月 19 : 00~20 : 30 申本町古座コミュニテイセンター

施政2年目を迎えた松原町長が、

1年間の町政を振り返り、皆様に報告

会を開催いたします。 6~ 7月の日程

は左記のとおりですので、皆様ぜひお

近くの会場へご参加下さい。

【お問い合わせ先】

串本町役場総務課（合0735-62-0555)

この

串本町役場本庁舎での報告会の様子


